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有機性汚水を浄化する伏流式人工湿地ろ過システムの仕組みと技術改良
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　有機性汚水を浄化する伏流式人工湿地ろ過システムの仕組みや効果、設計法、目詰まり対策、散水法、ろ材の選

択、植物やミミズの導入法など、技術改良の現状を紹介する。

　本システムでは、砂利などのろ材に汚水を上から散布することにより、物理的なろ過、化学的な吸着、生物的な

分解の組合せで浄化が進む。季節的には、主に、冬季にろ過や吸着により汚濁成分がろ材に蓄積し、夏季に分解

される。汚水（原水）の流量と水質（CODCr、BOD、アンモニア態窒素など）及び目標水質、年平均気温に応じ
て、ろ床形式（鉛直流、水平流、循環の有無）、面積・段数などを設計できる。ろ床表面の有機物による目詰まりを

防ぐため、ろ床に鉛直方向に設置した暗渠管に余剰の水を逃がすためのバイパス（プラスチック籠や金属製の格

子）を設置する。2019年秋には、バイパス用の金属製格子に循環処理水を当てることにより、有機物によるバイ
パスの閉塞を掃除する手法を考案＆採用した。ろ床表面を乾燥するための分割には土嚢またはバイパス機能も兼

ねた蓋つきの U字溝を用いる。鉛直流ろ床に間欠的に水を散布するため、自動サイホンまたはフロートスイッチ
付きポンプを用いる。ろ材には、砕石、砂、火山性の軽石などを用い、ろ床の下層から表層に向かい、また、シス

テムの前段から後段に向かい、より細かいろ材を選択する。使用するろ材は必ず事前に透水性を確認する。リン

の吸着やアナモックス反応による脱窒促進のため、システムの後段に弱アルカリ性のろ材を用いるのも良い。ろ

床表面の有機物による目詰まり軽減には、ヨシなどの植物やシマミミズなどの小動物が活躍する。速やかに植生

を確立するため、ヨシのポット苗と一緒に永年型牧草の種子を散布するのも有効である。シマミミミズは、春～

秋に、ヨシの苗の脇などに、なるべく多くの個体を投入（移住）するのが望ましい。通常、ヨシは 2～３年、シマ
ミミズは 3～４年かけて増加する。

登録日時：2020/06/04：15：54：42

※この pdfは登録内容を確認するためのものです。書体、文字サイズ、改行位置などレイアウトに関することは
　実際の印刷物とは異なります。

※日本語のテキストでイタリックを指定した場合、この PDFではボールドのゴシック体での表示となります。
　実際の講演要旨集ではイタリックとなりますのでご安心ください。


